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はじめに―デジタル教科書を使うにあたって

皆さん、こんにちは。岐阜大学の瀧沢広人（たきざわひろと）です。

今現在、皆さんはどのような課題・テーマを持って、授業に臨まれてい

ますでしょうか。私は現在の勤めは大学ですが、以前は埼玉県の小・中学

校に勤務していました。

もし私がそのまま小・中学校に勤めていたら、今頃はきっとデジタル教

科書を使った授業に取り組み、早いところ活用機能をマスターしようと

日々、目的的に授業をしていたかと思います。

と言いますのは、デジタル教科書を含め、ICT機器はあくまでも、学習・

指導のための“手段”であり、目的ではありません。目的は、生徒に英語を

用いてのコミュニケーション能力を育てることにあります。

そのような手段の習得は、長いこと時間をかけるのではなく、ある程度、

短い期間で集中的に習得してしまいたいものです。そして、本来の英語指

導に時間を費やしたいものです。

そのためには、ある一定期間は無理してでも、デジタル教科書を授業で

使ってみて、使い方に慣れていく必要があると思います。ICT機器の操作

に慣れ、迷わず、スムーズに授業で展開できるようにするためには、やは

り、使ってみないとわからないものです。

さて、「学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業」

等を経て、令和４（2022）年８月25日、文部科学省は「個別最適な学びと

協働的な学びの一体的な充実に向けた教科書・教材・ソフトウェアの在り

方について（案）」の中間報告をしました。

そこには、2024年度より、「学習者用」のデジタル教科書が、小学校５

年生から中学校３年生を対象に「英語」で導入し、その次に現場ニーズの

高い「算数・数学」で導入する方向であることが示されました。

しかし、学校教育においては、学習者用デジタル教科書の活用の前にや

らなくてはいけないことが、順番として残っています。

それは、「指導者用」のデジタル教科書の活用です。

従来、英語の授業といえば、単語学習に用いる「フラッシュカード」や、
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教科書本文の学習に必要な「ピクチャーカード」、単語や本文の音声を聞

かせるための「CD」は定番の教材でした。

しかし現在、それらはデジタル化され、指導者用のデジタル教科書に全

て入っています。従来のCDにはなかった、ゆっくり再生から倍速再生ま

で、音声の速度も変えられるようになりました。

ゆっくり聞かせ、ディクテーションさせたり、穴埋めをさせたり、音声

を聞いてメモを取らせたり、活用法はさまざまです。

今まで私たちが授業でやってきたことを、今度は、デジタル教科書で行

えばいいだけです。

また、逆に、今まではできなかったけれど、デジタル教科書ならできる

ということもあるかと思います。絵や動画、アニメーションを、音声を消

して見せ、そして、What are they talking about?と、本文の内容を推測

させてから、実際に聞かせたり、絵や写真を拡大して見せたりすることで、

授業方法の幅が広がります。

いずれにせよ、授業は楽しく！　です。デジタル教科書の使い手（使っ

ておしまい）にならないよう、目的だけは忘れないようにしたいです。

そこで今回、筆者らは、指導者用デジタル教科書でどのように英語授業

で活用できるかを提案し、さらに汎用性をもたせるために、活用のための

「スキル」を提示することとしました。

そのことで、指導者用デジタル教科書をあまり使用しなかった先生方

や、今まで使用してきても十分に機能を理解していなかった先生方が、ス

キルを意識し、それらを応用させ、自信をもって指導にあたれることを望

みます。

本書がデジタル教科書の基本書としての役割を果たせれば幸いです。

令和５年７月

岐阜大学教育学部　瀧沢 広人
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 主要な教材・教具がデジタル教科書に入っている！

デジタル教科書には、どんな利便性があるのでしょうか。まず、主要な

教材・教具が全て入っていることが挙げられます。

教科書の本文を導入する際には、どうしても、音声から入る必要があり

ます。英語を聞かせ、話の内容の「情報」や「概要」「要点」を聞き取らせま

す。これは、リスニングの力も高めることになります。

また、話が展開されている「場面・状況」を確認するのに、ピクチャー

カードも必要です。デジタル教科書では、ピクチャーカードの下に「字幕」

を付ける機能がありますので、それを用いて、音読をすることもできます。

また日本語字幕にすれば、日本語を見させ、英語で言わせることもできま

す。

単語練習では、フラッシュカードが欠かせません。何度も発音させた

り、まだ読みが足りない単語だけを残したりして、練習させることもでき

ます。

以前は、ピクチャーカードやフラッシュカードを専用の箱から取り出

し、教室に運んでいって、授業をしていました。そして使い終わると、箱

に戻し、次年度のために番号順に並べ替えていました。

また、音声教材は、CDとCDプレーヤーを教室に運んでいました。

ピクチャーカードとフラッシュカード、音声ＣＤは、英語教師にとって

の三種の神器だったのです。

しかし、教師がこれらを準備しなくても、デジタル教科書には入ってい

るのです。

デジタル教科書には

どんな利便性がある？

13序章　デジタル教科書はこんなに便利ですごい！

紙面の「拡大」や、「文字」が書ける！

デジタル教科書には、教科書の紙面がそのまま入っています。そして、

見せたい部分を拡大して、見せることができます。どうしても授業中、教

科書の本文等で、説明したくなるところがあります。

例えば、本文の重要な文に下線を引き、文構造を確認するとき、従来は

教師が英文を板書し、そこに黄色や赤のチョークで、解説を加えていまし

た。しかし、デジタル教科書では、画面で示し、すぐに解説ができます。

また、画面には文字や下線も引けるので、板書の間や時間を省くことが

できます。

「動画」を見せられる！

デジタル教科書には、動画も入っています。題

材に関する動画や、外国の異文化を紹介する動

画など、以前は、動画を見る際には、当然、テレ

ビとビデオ機器がなくてはなりませんでした。

今では、パソコンがありますので、パソコンと

テレビをつなげば、DVDなどは見られるかと思いますが、当時は、テレ

ビとビデオ機器をコロコロ転がして、教室まで運んでいったものです。

答えを「提示」できる！

練習問題で、絵と絵を線で結んだり、英文を書いたりする問題などで

は、答え合わせするときに、言葉で説明したり、黒板に書いたりしていま

したが、デジタル教科書には、Answerボタンがあり、答えを瞬時に表示

することができます。非常に便利です。 （瀧沢）



22

 「マスク」機能で、単語を隠す！

デジタル教科書には、「マスク」という機能があります。これは、隠した

い単語や語句を長方形の四角（マスク）で隠し、見えなくするというもの

です。デジタル教科書によっては、本文中から、新出語を隠したり、動詞

だけを隠したり、ランダムに本文の半分（50％）を隠したりすることがで

きます。

また、教師が隠したいところにマスクをかけることも、デジタル教科書

によっては可能です。

このように、教科書では、英文が全て生徒に見えていますが、デジタル

教科書のマスク機能を用いると、さまざまな用途が見えてきます。

 単語をマスキングして、音読活動！

本文の単語いくつかにマスクをかけ、その単語を隠した状態で音読さ

せます。生徒は、前後の語や内容から、マスクされた部分の単語を補いな

がら音読します。徐々にマスクする割合を増やしていきます。すると、暗

唱に近づきます。いわゆる「穴埋め音読」です。

マスク音読時には、単語がわからなければ、友達に尋ねることもあるか

もしれません。でもそこで、生徒は学ぶのです。

音読の力をつけるためには、読ませないと読めるようになりません。マ

スクをかけて、音読させることで、音読の回数を増やすことになります。

Repeat after me.だけでは、生徒は飽きてしまいます。

音読に変化をつけ、授業中最低でも10回は音読する時間をとりたいです。

文字を隠すのは

こんなとき！

23第１章　授業準備が不要になる！　デジタル教科書の基本スキル８

 文法をマスキングして、理解と活用を測る！

学習中の文法事項に焦点を当て、本文中から、該当の文法事項にマスキ

ングします。例えば、次のように、３人称単数の疑問文や答え方、動詞のs

の形等に焦点を当て、マスクしたところに入る語を、生徒に尋ねます。

このように、文法事項の知識と活用の定着の度合いを測るためにも、マ

スク機能は使えます。

 マスキングしてからのライティング！

書くことでも使えます。単語や語句にマスクをかけた状態で、ノートに

写させるだけでも、力の付く学習になります。答え合わせも簡単です。マ

スクをリセットすれば、いっぺんに本文が見えます。

もしくは、生徒に答えさせてもいいでしょう。

また、マスクした本文を印刷して生徒に配付し、ディクテーションに用

いることも可能です。その場合、音声を流し、マスクがかかっている部分

の単語を埋めていきます。

前置詞だけをマスクしたり、動詞だけをマスクしたりなど、マスクをか

けるのも、意図的に行います。全てマスキングさせ、埋められるところを

埋めていくことも挑戦的な学習となります。マスクの裏に単語が隠れてい

ますので、マスクの長さがヒントになり、おおよそ単語の想像がつくかも

しれません。 （瀧沢）

Ken  :            your sister live in Canada?

John : No, she           . She            in Alaska, the U.S.

Ken  : What             she do?

John : She            wild animals.

Ken : Wow, she is nice.
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字幕を見せて、繰り返させる

ピクチャーカードの画面でも、音読練習は可能です。デジタル教科書で

は、絵の下に英文を字幕のように出すことができます。

しかし、残念ながら、単語練習のように、再生間隔が選べません。

そこで、教師が、一時停止させる必要があります。

絵を見ながら音読するので、生徒は、場面状況がわかった状態で、登場

人物になりきって読むことでしょう。

字幕を見せずに、繰り返させる

字幕を見せずに、絵だけを見て繰り返させます。この場合も、一時停止

させて行います。また、一時停止した後に、すぐに繰り返させない方法も

あります。音声を聞き、教師が一時停止した後、少し経ってから、教師の

合図に合わせて言わせるのです。なぜなら、その数秒の間に、生徒は、ど

んなふうに言ったらいいのか、頭の中で英文を再生するからです。

ピクチャーカードで

音読練習

What do you recommend?　

What do you 

recommend?➡ ➡

77第4章　デジタル教科書だからこそ効果的な音読指導

音声 : What do you recommend? 

 T : （２～３秒後）はい。

 Ss :  What do you recommend?

 同時読み（オーバーラッピング）、シャドウイングをする

同時読み（オーバーラッピング）を行います。字幕は見せたまま、教師

は一時停止せず、そのまま流します。これも短い文章であれば２～３回連

続再生にしておくと、繰り返し音読させることができ、生徒も読むことに

慣れていくことでしょう。

字幕は見せないで、耳だけで聞いてシャドウイングさせます。この段階

で、ほぼ暗記できている生徒もいるでしょう。シャドウイングですので流

れてくる音声の少し遅れて聞いた音を再生します。時には、一時停止を用

いながら音声を正確に再生しているか確認するとよいでしょう。

 「日本語字幕」で言わせる

日本語で字幕を見せることもできますので、日本語を見て、英語で言う

活動もできます。また、音声を消せば、生徒だけで言わせることができま

す。音読が充分に行われた後は、日本語を見て、英語で言えるかどうか挑

戦させるのもいいでしょう。 （瀧沢）

【ピクチャーカードのさまざまな活用法】

字幕あり 字幕なし

① リピート ① リピート（すぐに繰り返す）

② 同時読み（オーバーラッピング） ② リピート（合図で繰り返す）

③ 英語字幕を見て言う（音声なし） ③ シャドウイング

④ 日本語字幕を見て言う（音声なし） ④ 同時読み（オーバーラッピング）

⑤ 役割練習（ペアで読みあう） ⑤ 役割練習（ペアで読みあう）
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